
伊東屋銀座本店建替計画CM業務 
プロジェクトの基本情報 
• プロジェクト名称 
• 所在地 
• 完了時期 
• 種別 

 
：伊東屋銀座本店建替計画 
：東京都中央区銀座 
： 2015年6月 
：新築、非住宅建築 

CM業務委託者 
• 委託者名 
• 種別 
• 委託者所在地 

 
：株式会社伊東屋 
：民間法人 
：東京都中央区 

応募者 
• 応募者名 
• 種別 
• 応募者所在地 

 
：株式会社三菱地所設計 
：設計事務所系 
：東京都千代田区 

• CMRの参画時期 
 
• CMRの選定方法 
• 設計と施工の発注形式 
• 設計者の選定方法 
• 工事の発注区分 
• 請負契約の形式 
• 施工者の選定方法 

：業務期間 2011年5月～2015年6月  
 基本計画段階～ 
：プロポーザル 
： 設計施工一貫 
：特命（設計者） 
：分離 
：総価一式、コスト+フィー 
：特命、見積合わせ 

応募主旨 
• 創業111年を迎える銀座の老舗文具店である伊東屋本店の建替えにおいて、ＣＭＲが発注者

と協働してプロジェクトスキームをコントロールすることにより次世代型店舗を生み出した、
事業創造型プロジェクト 

• ＣＭＲは、プロジェクト方針に合った設計者の選定から、コンセプト検討、デザイン検討、
ＱＣＤ管理等を、店舗オープンまでプロジェクトの要として機能 

• 建設に関係した全ての担当者が高い成果を生み出し、完成した建築は「これからの伊東屋を
体現する先進的な店舗」となった 

• 敷地面積・延床面積 
• 階数・構造 
• 用途 

344.22㎡     4,172.68㎡ 
B2F/13F/P2F SRC造 
13F：レストラン 
12F：野菜工場、レストラン個室 
11F：貸会議室 
B1F・9F・10F：事務所 
1F～8F：物販店舗 
B2F～B1F：多目的ホール 

プロジェクト概要 
 発注者のフラッグシップである本店の再編に際し、従来型の小売業態の変革と、
発注者の持つ企業理念（Mission・Vision ・Value）を、１１層に渡る店舗づく
りで詳細に具現化した。単に建築を仕上げることにはとどまらず、竣工後の運営
を見据えたプログラムの検討というソフト面のCM業務を充実させる必要があった
ため、企画段階から竣工・完成までの一連のCM業務を行う中で、ソフト面の議論
が尽くされる仕組み・体制を構築した。 
 銀座の街に潤いと心地良い木漏れ日を与えられる「木」を建物のマスターコンセ
プトとした。また各フロアは銀座通りとあずま通りを結ぶ「ガレリア（散策路
地）」が積み重なったイメージとしている。 
 店舗フロアは太陽光・通風等の自然エネルギーを最大限利用し、白と木を基調と
したデザインとすることで、健康的で心地良い空間となっている。シーンをイメー
ジできるフロアテーマ（シェアやデスク、トラベル等）を設定し、体感できる仕掛
け（内装）により、「モノを買うところ」から「過ごせるところ」に変革している。 
またテラスと一体化した会議室や銀座を一望できるレストラン、多目的な利用が可
能なホールが文房具の枠を超えた「インスピレーションの湧く場」として設けら
れている。 

建物概要     
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ソ フ ト            ハ ー ド 

• マスターコンセプトの設定 
• 本店の社会的使命 
• 伊東屋を取り巻く環境 
• 小売業の将来像  ・・・  

設計による解決策 

• 本体建物イメージ/内装イメージ 
• 伊東屋におけるBCP/環境設計 
• 客動線/従業員動線/店舗設備 
• 商品構成/階構成/用途  ・・・  

コンセプト検討 
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• デザイン指針内
装設計指針 

• 本体設計与条件 
• 店舗設計与条件 
• 家具/什器与条件 
• 音響/照明/販売

システム与条件 
• ﾏｽﾀｰｽｹｼﾞｭｰﾙ 
• 事業費配分計画 
• 品質確認体制 

• 店舗運営の在り方「体験型店舗」 
• 将来50年を見据えた建築 
• 店舗イメージ 
• 心地よい空間の模索 
  「五感を刺激する空間」 
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プロジェクト与条件 
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イメージ実現に向けた 
技術的検証・提案 

＜ソフト面のコンセプトを実現するハードの検討のフロー＞ 

発注者建設関係組織 
社 長 【最終意思決定権者】  ｺｰﾎﾟﾚｰﾄｻﾎﾟｰﾄ本部【QCD管理】 
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⑥ 

「これからの小売店舗のあり方の検討と実現」と「ＱＣＤの確実な管理」の実現の
ために適切な設計力・施工能力を持った担当者・企業を適材適所に配置した。 
 また発注者・CMRが連携した網の目状管理により、「適時の関係者間調整」「情
報一元管理」「コンセプトの継承」等を実施し、関係各社の連携のスムーズ化を図
った。 
 

課題解決時に関係者全てが
集合する会議体を設け、プ
ロジェクト関係者がオープ
ンなコミュニケーションの
もとに、プロジェクトの目
標および価値基準を共有化 
を行った。各々がパート
ナーシップ精神に基づき相
互補完しながら最良の解を
導き出し、各者が満足でき
る効率的なプロジェクトが
実現した。 

 間口８ｍ、奥行３８ｍという制約が大きい敷地に、「新しい形態の小売り店舗」を生み出すため、「本体は普遍的
なもの」「店舗は変化するもの」として、「建物本体（スケルトン）と店舗（インフィル）の検討を完全に分けるこ
と」、「コンセプトワーキングでソフト面の検討を重視した進め方をすること」などを提案し、デザインマネジメ
ントチームとＱＣＤ管理チームで構成される総合的なCMチームで課題解決にあたった。 
 CMRが中心となり「ソフト面のコンセプトを実現するハード」を発注者・設計者と協働して追及し、明文化された
プロジェクト与条件を基に設計検討が行われた。 
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